


年代早々には早 くも東京天文台と名古屋大学空電

研究所に電波天文の小さなグループが誕生し,太

陽電波望遠鏡の建設,太陽電波放射メカニズムの

研究を開始 しました。ご承知のように電波は波長

が長く,解像力を稼ぐことがとても困難です。ア

ンテナの口径を～ 100π以上にすることは非現実

的ですので,多 くの小口径アンテナをケーブルで

つなぎ「開口を合成する」ことで等価的に分解能

～ λ/Dの Dを大きくしてきました。これを干渉

計といいますが,現在ではたくさんのアンテナを

直接ケーブルで結びつけるようなことはせず,ア

ンテナ対ごとの干渉出力を記録し, これを計算機

で処理して画像を合成する方法が主流となってき

ています。

他方,X線天文学のほうは,電波天文学に遅れ

ること約20年,1950年 代の後半に始まります。こ

れはX線が地球大気に遮られるため,ロ ケットや

人工衛星といった乗り物の開発を待つ必要があっ

たからです。当初は宇宙X線の検出そのものが大

発見でしたが,60年代にはX線の到来方向を詳し

く調べる目的で「すだれコリメータ」が考案され

ました。到来方向の異なるX線は,互いに平行に

置かれた 2枚のすだれ板を透過できたり透過でき

なかったりします。この原理を基礎として,すだ

れ板の枚数を増やしたり,すだれのピッチを互い

にずらしたりすることで,い ろいろなタイプの「モ

ジュレーション・パターン」を作ることが可能で

あり,実際にさまざまなバリエーションの望遠鏡

が作られてきました。現在では,X線でも長波長

側は斜入射鏡などの結像系が実現するようになり

ましたが,これからも波長が数オングストローム

以下のX線領域では「すだれコリメータ」が唯一

の画像取得手段でありつづけるものと思われます。

ところで,「すだれコリメータ」はX線粒子の

直進性を活用したもので,電磁波の波としての性

質,すなわち可干渉性を利用して電波の到来方向

を知る電波干渉計とは根本的に異なります。にも

かかわらず 2素子の電波干渉計と2枚すだれのX

線コリメータのあいだには,像合成の原理に共通

項があります。 2素子の干渉計のモジュレーショ

ン・パターンはサイン波であり,X線 コリメータ

の場合はそれが三角山の形になりますが,いずれ

にせよ,出力は天空の輝度分布にこのパターンを

乗 じて積分 したもの,すなわち干渉計の場合は輝

度分布の (ひ とっの)フ ーリエ成分ということに

なります。三角山の場合には通常の意味のフーリ

エ成分ではありませんが,そ の類似のものです。

本当のフーリエ成分なら,ま た全てのフーリエ成

分の取得が行われているのであれば,像合成は単

純にフーリエ逆変換を施すことに尽きて しまいま

すが,現実には cLEAN法 ,Maximum Entropy

法,そ の他の像合成の特殊なテクニックが必要で

す。それはともか くとして,電磁波の両極に位置

する電波とX線 とで意外な共通項があることが御

理解いただけたことと思います。

さて,手法に共通項があるだけでなく,太陽フ

レアの研究,と りわけその高エネルギー的側面の

研究にとっては,電波 (主 としてマイクロ波)と

X線 (いわゆる硬 X線 とよばれる波長の短いX線 )

とは相補いあう関係にあります。電波でのフレア

の研究は,ま ずメー トル波帯で活発におこなわれ,

60年代後半にオース トラリアのカルグーラの砂漠

にアンテナ96基を直径 3 kmの 円周上に配置 した電

波ヘ リオグラフ (太陽写真儀)が建設されて,フ

レアがコロナに引き起こす擾乱の様子を明らかに

しました。その後,フ レア研究の焦点は高エネル

ギー粒子の生成,膨大なエネルギーの発生機構の

解明へと移り,これにともない電波観測の力点は

マイクロ波へと移ってきました。マイクロ波はフ

レアで作 られた高エネルギー電子が活動預域の磁

力線のまわりをジャイレーションすることで放射

されます。同じ高エネルギー電子が周囲のプラズ

マのイオンと衝突すると硬 X線を放射 しますので,

両者を同時に観測すると電子の加速状況,周囲の

磁化プラズマの基本的パラメータ,そ こへの電子

の閉 じ込めの状況,な どをモデル・ インディペン

デントに決めることができます。フレアは活動領

域のコロナの磁場が突発的に激 しい再結合を起こ
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